
・別府市では、平成１５年２月から教育委員会と警察との連携による、非行防止、被害の拡大

防止、児童生徒の健全育成を目的とした、本協議会を設置、今日に至っています。 

当日は、別府警察署からは、署長はじめ副署長、交通課長、地域課長、生活安全課長等が

出席。別府市教育委員会からは、教育長はじめ事務局職員、中学校校長、生徒指導主事等

が出席。 

情報共有を図る中で、気になるデータがありましたのでお知らせします。 

令和６年度の不審者、変質者出没受理状況は２６件。内容は声かけ事案が最も多く、小学

生対象が増加傾向。被害状況を分析すると、最も多い時間帯、場所は①１４：００～１６：

００②下校中③道路。なお、校区別で被害報告がなかったのは東山校区と鶴見校区。月ごと

では、８月と２月については、報告がありませんでした。以上のことから、夕方、放課後に、徒歩

で下校中、不審者に遭遇する可能性が高いといえます。 

 また、自転車のヘルメット着用について、大分県は全国第２位の着用率。ただし、別府市は

学生の着用率は高いが、大人の着用率が低いことから、総じて、他の自治体より、着用率が低

い傾向にあるとのことでした。  

・職場体験学習（８月）は、職場での体験学習を通して、職業観や生き方を知り、自分自身の進

路や生き方について、考える機会とするものです。また、体験学習により、公衆道徳や社会で

のマナー・集団行動のきまりなどを身に付ける目的もあります。そこで、今回、マナーハウスお

おいた代表の高清水理奈子氏をお招きし、マナー講座を実施しました。 

例えば、あいさつで、大切なことは①笑顔（花が咲くような、相手にわかるような）②あいさつ

（相手に届いていることが大事）③リアクション（縦に首をふるなど） 

また、言いながらお辞儀するのではなく、「よろしくお願いします」と言ってから、頭をさげる。

名前を告げる時は、姓と名の間に一呼吸置くと、印象的。挨拶時、手は指をとじて、中指をの

ばすこと。頭を下げる角度は、始まりは３０度、お礼は４５度（お礼は感謝の気持ちを込めるか

ら角度は始まりよりは、深くなる）など、きめ細かな指導・助言をいただきました。 

  

『学校(園)の教育目標』 多様性を尊重し、自他のよさを認め合い、主体的に学ぶ東山の子 
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